ベレン定期報告（政治・経済概況　２０１３年１２月）

パラー州
政治
１．パラー州知事の外国出張
６～１４日、ジャテーネ知事はカタールを訪問した。同国では、２０１３年９月にパラー州を公式訪問したモーザ王妃（カタール財団会長）との会談の他、パラー州とカタール間の文化交流協定の締結等を行った。
２．ベレン大都市圏交通インフラ整備事業

６日、パラー州政府は、日本政府からの円借款として供与される金額を受領するため、ブラジル銀行と契約を締結した。
３．米州開発銀行
１６日、パラー州政府は、米州開発銀行（IDB）と３億５千万米ドルの融資契約を締結した。同融資は、初等・中等教育の水準上昇を目的とする各種事業（学校建設等）に充てられる。
４．トメアス前市長

１１月、逃亡先のブラジリアで身柄を拘束されたヴィエイラ前トメアス市長は、その後殺人教唆の罪でパラー州内の刑務所に収監されていたが、１８日に仮釈放となりトメアス市内の自宅に戻った。（往電第９１３号）

５．２０１４年州政府予算

２０日、パラー州議会は、州政府の２０１４年予算１９４億レアルを承認した。右予算には、パラー州の２０１４年のインフレ予測（５.７４％）と、州のＧＤＰ成長率予測（４.７５％）が見込まれている。
６．沼田総領事の離任

２０日、パラー州政府は、沼田総領事がジャテーネ知事に離任挨拶を行った旨報道発表を発出した。（往電第９０８号及び同第９１０号）
経済
１．ＭＢＡＣ社

３日、カナダ系大手肥料メーカーのMBACは、サンパウロで開催され、ジャテーネ知事他がプレゼンターを務めたパラー州投資事業セミナーにおいて、州内陸部のサンタナ・ド・アラグアイア市に工場を設立する計画を発表した。同社は、２０１０年より在伯子会社のITAFOS MINERACAOを通じ、リン酸の生産事業を行っている。（往電第８４８号）
２．油ヤシ事業

５日、鉄鉱大手のヴァーレとベレンの伯農牧研究公社（EMBRAPA）東部アマゾン支所は、油ヤシ（デンデ）の実の搾油までの技術訓練を、家族経営農家等に対し行うことを目的とする協力協定を締結した。（往電第８６５号）
３．鉱工業生産
伯地理統計院（IBGE）によると、パラー州の２０１３年１０月の鉱工業生産指数は９月に比べ２.６ポイント上昇し、調査対象１４州中３位となった（全国平均は前月比０.６％）。主な要因は鉄鉱石とセメントの生産増であった。
４．アルブラス社
１０日、当地進出企業のアルブラス（アルミ精錬）は、シコ・メンデス社会環境調査院より、２０１３年社会環境活動「シコ・メンデス賞」及び「グリーン・スタンプ」を受章した。右は、持続可能な企業活動を重視し、従業員の育成や地域社会への貢献が特に認められた企業に対し贈られる。
５．アサイー

２９日、パラー州農務局は、２０１３年のパラー州のアサイー輸出量（ピューレ状）が６千トンに達したと発表した。右数量は、輸出額では１千７００万ドルとなる。輸出相手国は、１位が米国で日本が２位であった。
社会
１．学習達成度調査
４日、ＯＥＣＤの２０１２年学習達成度調査で、パラー州は２００９年度に比べ４つランクを落とし、州別ランキングでワースト５位となった。
２．世界遺産

４日、バクーで開催中のユネスコ無形文化遺産に係る第８回政府間委員会で、「パラー州ベレン市のナザレ大祭」が世界無形文化遺産一覧に加わることが決定した。（往電第８５９号）

３．ハンセン病

２１日、笹川陽平世界保健機構（WHO）ハンセン病制圧大使はパラー州を公式訪問し、ジャテーネ知事との会談において、州政府としてハンセン病対策に積極投資を行う旨要請した。
アマパ州
政治　
●１０日、アマパ州政府は、スリナムとの間で工業、観光等に係る広範な協力協定を締結した旨報道発表を発出した。（往電第８８４号）
●１７日、アマパ州政府は、州の２０１１年のGDP総額が８９億レアルとなり、２０１０年比で４.９％増となった旨発表した。
●２４日、アマパ州議会は、州政府の２０１４年予算５１億レアルを承認した。右金額は、２０１３年予算（４０億レアル）比２７.５％増であった。
社会
●JICAの小川専門家（草の根技術協力事業：アマパー州氾濫原における自然農業養豚の普及事業）は、フォーロアップ調査のため本案件サイトを訪問した。
ピアウイ州
政治
●１２日、ピアウイ州議会は、州政府の世界銀行への３億２千万レアルの融資要請を承認した。本融資は、州内陸農村部のインフラ整備事業等に充てられる予定。
●１９日、ピウアイ州議会は、州政府の２０１４年予算７６億レアルを承認した。２０１３年予算（７２億レアル）比６％増となった。２０１４年予算では、９億２３００万レアルが医療保健、１６億レアルが教育、６億９千万レアルが治安、１２億レアルがインフラ整備に充てられる。
●２０日、連邦裁判所ピアウイ支部は、パルナイーバ湾における天然ガスの開発コンセッションの許可に必要な環境影響調査が適切に行われなかったとして、伯石油・天然ガス・バイオ燃料庁（ANP）が行った入札を無効とする判決を下した。
マラニョン州
政治
●２３日、マラニョン州議会は、州政府の２０１４年予算１４１億レアルを承認した。２０１３年予算（１３０億レアル）比７.８％増であった。
●VOX POPULI社が９～１０日に実施した２０１４年の知事選世論調査で、フラビオ・ジーノ（伯観光公社理事長、ＰＣｄｏＢ党）が支持率３１％で１位となった。２位はエリジアーネ・ガーマ（マラニョン州議、ＰＰＳ党）、３位はルイス・フェルナンド（州インフラ局長、ＰＭＤＢ党）となった。
（了）
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